第４４回明治学院大学対校戦で総合優勝！
～5000ｍで柱（４）が大会新、諸角（１）が大健闘～

～主将・廣田が孤軍奮闘の活躍、３種目で優勝～
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　　明学・東経集合写真　　　　5000ｍ大会新・柱　　　　　100Ｍトップは廣田

＜第４４回明治学院大学定期対校戦総合結果＞　　　　７月１１日　大井陸上競技場

	順位
	大学
	トラック
	フィールド
	総合

	優勝
	東京経済大学
	23
	12
	35

	２位
	明治学院大学
	9
	12
	21


＜対校＞

１００ｍ　　　廣田　康大（３）　　１０秒９　　　　　１位

　　　　　 　 松尾　俊輔（２）　　１０秒９　　　　　２位

　　　　　　　山田　雄貴（３）　　１１秒１　　　　　３位

　　1位から3位までは実力どおりだが、タイムが悪すぎる。

４００ｍ　　　作井　啓介（２）　　４９秒５　　　　　１位　　大学ベスト

　　　　　　　羽田　　匠（１）　　５０秒６　　　　　３位

　　　　　　　三浦　拓也（１）　　５０秒７　　　　　４位

　　作井の４９秒台は評価できる。羽田・三浦の大学ベストは及第点。

１５００ｍ　　奥澤　　匠（２）　４分０３秒６　　　　１位

　　　　　　　佐山　賢成（１）　４分０６秒０　　　　２位

　　　　　　　前　　一平（２）　４分１２秒４　　　　４位

　　奥澤は集中力の持続が課題であったが確り走ってくれた。佐山は練習に対する真摯な姿勢がそのまま記録に反映されている。前は集中力が課題か？

５０００ｍ　　柱　　欽也（４）　１４分５４秒０　　　１位　　大会新

　　　　　　　小山田典洋（３）　１５分２７秒８　　　２位

　　　　　　　時庭　　崇（２）　１５分３４秒５　　　３位

　　柱の大会記録は立派。このレベルならいつでもＯＫという走り、実力が相当付いてきている。小山田はベスト記録にあと一歩。時庭も１５００ｍＯＰ出場のあとであったが確り走れた。

４×１００　　山田・廣田・松尾・郡司　４２秒８　　　２位

４×４００　　田中・作井・小宮・三浦　３分２３秒７　２位

　　１００ｍ、４００ｍレースで圧倒しながら両リレーでの敗退はチームワークの問題！

　　この失敗を前向きに捉えていかなければならない。

走幅跳　　　　古家　嗣久（３）　　６ｍ７１　　　　　３位

　　　　　　　大和田真慈（２）　　６ｍ６９　　　　　４位

　　　　　　　廣田　康大（３）　　６ｍ３０　　　　　５位

　　古家・大和田ともに大学ベスト！７ｍジャンパーを目指して欲しい。

走高跳　　　　廣田　康大（３）　　１ｍ８５　　　　　１位

　　　　　　　大和田真慈（２）　　１ｍ７５　　　　　２位

　　　　　　　古家　嗣久（３）　　１ｍ７０　　　　　３位

　　専門種目外の３人が健闘！この１位から３位独占で総合優勝を決めた。

砲丸投　　　　廣田　康大（３）　　８ｍ９５　　　　　１位

　　　　　　　古家　嗣久（３）　　７ｍ６９　　　　　５位

　　　　　　　木戸　勇輔（３）　　７ｍ５１　　　　　６位

やり投　　　　廣田　康大（３）　　４５ｍ８５　　　　２位

　　　　　　　古家　嗣久（３）　　３２ｍ０６　　　　５位

　　　　　　　三浦　拓也（１）　　２１ｍ１１　　　　６位

　　投てき２種目は専門選手が居ない状態だが、主将が頑張ってくれた。

＜オープン＞

１００ｍ　　　大和田真慈（２）　　１１秒２

　　　　　　　鎌田　　裕（１）　　１１秒５

　　　　　　　郡司　宏規（１）　　１１秒６

　　　　　　　小池　清志（１）　　１１秒８

　　　　　　　今井　隼也（１）　　１１秒９

　　　　　　　小島　朋也（１）　　１２秒１

　　　　　　　西村　紀俊（２）　　１２秒１

　　　　　　　糠信　一総（３）　　１２秒４

４００ｍ　　　細矢　孝幸（１）　　５１秒７
今井　隼也（１）　　５２秒８

　　　　　　　糠信　一総（３）　　５７秒４

１５００ｍ　　槻澤　　翔（２）　４分０５秒５　　　　自己新

　　　　　　　安達　健人（１）　４分１１秒４

　　　　　　　時庭　　崇（２）　４分１３秒３

　　　　　　　藤間　博史（１）　４分１３秒５

　　　　　　　今井　隼也（１）　４分１７秒２

　　　　　　　原口　　雄（１）　４分２２秒４

　　　　　　　増田　　啓（３）　４分２２秒６

　　　　　　　畑　　一茂（２）　４分２３秒４

　　　　　　　土田　康平（１）　４分２７秒７

　　　　　　　小宮　慎二（２）　４分３５秒３

　　　　　　　関沼　雅大（２）　４分４２秒４

田中　雄太（２）　４分５３秒５

　　けがで苦しんでいた槻澤の復活が嬉しい。夏の走り込み次第で秋にはエース格に成長も。

５０００ｍ　　諸角　　暁（１）　１５分０７秒８

　　　　　　　大塚　統彦（４）　１５分１１秒１

　　　　　　　奥澤　　匠（２）　１５分２７秒２

　　　　　　　佐山　賢成（１）　１５分２８秒９

　　　　　　　原口　　雄（１）　１５分３１秒１

　　　　　　　槻澤　　翔（２）　１５分４０秒８

　　　　　　　金子　孔昭（２）　１５分４９秒０

　　　　　　　藤間　博史（１）　１６分１１秒４

　　　　　　　土田　康平（１）　１６分１１秒６

前　　一平（２）　１７分０２秒８

関沼　雅大（２）　１６分３９秒７

原田　　光（２）　１８分０１秒７

小西　政弘（ＯＢ）１６分４２秒１

例年長距離の記録が出にくい明学戦で、５０００ｍ（対校・オープン）で１０名が１５分以内で走れた点は大収穫。ちなみに昨年の同大会では僅か３名であった。特に諸角の入学初レースでいきなり１５分０７秒には驚かされた。高校時代のベストは１４分４７秒だが、一年以上のブランクがあってのこの記録。１年生初レース（５０００ｍ）でこの結果は我がチームのベスト記録である。大塚の復活も大きな収穫だ。他の選手たちも確りは走れており、チーム力が確実に付いて来ているのが確認できた。実力上位の三代川は股関節の痛み、瀬川はマラソン後の休養期のため欠場。層が厚くなってきた。

走幅跳　　　　小宮　慎二（２）　５ｍ５９

走高跳　　　　関野山慎二（４）　１ｍ８０

やり投　　　　松尾　俊輔（２）　２７ｍ８４

砲丸投　　　　田中　雄太（２）　６ｍ５５

　　　　　　　

静岡県選手権結果　　７月１１日・１２日　　草薙陸上競技場

～４００ｍ・細澤、８００ｍ・山本共に東海選手権出場権獲得～
400m　　細澤和真（４）　　　【予選】49秒75　
　　　　　　　　　　　 　 　【決勝】50秒01　　　８位入賞　東海選手権出場権獲得　
800m　　山本博紀（２）　　  【予選】1分58秒25　
【決勝】1分56秒25　６位入賞　東海選手権出場権獲得


　　　　　　　　
